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な
っ
た
。

「
霊
肉
を
凝み

つ視
め
て
」も
戦
争
作
品
で

あ
る
が
、純
文
学
的
な
立
場
か
ら
、戦

争
否
定
、ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
を

と
り
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

最
も
活
躍
し
た
の
は
大
正
中
期
か

ら
、昭
和
初
期
に
か
け
て
で
あ
り『
中

央
公
論
』と
と
も
に
文
壇
の
権
威
的
雑

誌
だ
っ
た『
新
潮
』な
ど
に
多
く
の
作
品

を
発
表
し
た
。そ
の
後『
毒
茸
』『
あ
る
狂

人
』な
ど
、次
第
に
私
小
説
的
な
傾
向

の
作
品
を
発
表
し
た
。昭
和
初
期
に
入

る
と
郷
土
的
な
作
品
に
筆
を
染
め『
磔

は
り
つ
け

茂も
ざ
え
も
ん

左
衛
門
』（
朝
日
新
聞
連
載
）を
発
表

し
た
。交
流
の
あ
っ
た
郷
土
の
児
童
文

学
者
・お
の
ち
ゅ
う
こ
う
や
、歌
人
・生

方
た
つ
ゑ
に
は
経
済
的
援
助
を
受
け
て

い
た
。

　

戦
後
は
不
遇
で
、居
所
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十

九
日
、六
十
六
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
。上

州
人
ら
し
く
、熱
情
肌
で
権
威
に
媚こ

び

な
か
っ
た
た
め
世
渡
り
が
上
手
で
な
く

生
涯
清
貧
、家
族
は
不
和
だ
っ
た
。斉

藤
緑
雨
が『
文ぶ

ん

人じ
ん

陋ろ
う

巷こ
う

に
死
す
る
は
之

又
本
懐
な
り
』と
い
う
不
遇
の
生
涯
を

終
え
た
。『
故
郷
の
山
川
走
る
汽
車
の

窓
思
い
出
し
げ
し
夏
の
草
原
』昭
和
三

年
の
夏
、上
越
線
で
郷
土
森
下
を
望
見

し
た
と
き
の
六
助
の
述じ

ゅ
っ
か
い懐

で
あ
る
。

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

事
務
局
長　
　

島
田　

民
夫

　
『
利
根
沼
田
の
人
物
伝
』（
髙
山
正

著
）掲
載
の
、昭
和
村
に
関
係
す
る
人

物
の
中
か
ら
今
回
は
陸
軍
大た

い
い尉
の
異

色
作
家
、綿
貫
六
助
を
紹
介
す
る
。

　

綿
貫
六
助
は
、明
治
十
三
年
四
月
八

日
、久
呂
保
村
森
下
に
生
ま
れ
た
。文

才
が
あ
り
、東
京
の
文
学
雑
誌
に
投
稿

し
て
入
選
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

当
時
、軍
人
志
願
熱
が
高
か
っ
た
青

年
の
例
に
も
れ
ず
、六
助
も
青
雲
の
志

を
抱
き
独
学
受
験
し
て
陸
軍
教
導
団

に
合
格
。郷
土
を
十
七
歳
で
後
に
し
た
。

赴
任
先
は
、仙
台
青
葉
城
下
連
隊
で
少

尉
に
任
官
。日
露
戦
争
で
は
満
州
に
転

戦
し
、負
傷
し
て
殊
勲
の
金き

ん

鵄し

勲く
ん
し
ょ
う章

（
武
功
抜
群
の
軍
人
に
与
え
ら
れ
た
勲

章
）を
受
け
た
。

　

大
尉
に
任
官
し
た
六
助
だ
っ
た
が
、

年ね
ん
ら
い来（
年
ご
ろ
）の
文
学
生
活
を
夢
み

て
、あ
え
て
自
ら
陸
軍
を
去
り
、東
京

の
早
稲
田
大
学
英
文
科
に
三
十
四
歳

で
入
学
。す
で
に
妻
を
迎
え
て
二
子
を

も
う
け
て
い
た
。し
か
も
、こ
の
決
意
を

し
た
の
は
文
学
愛
好
の
結
果
と
は
い
え

異
例
で
あ
り
、当
時
、陸
軍
大
尉
の
学

生
と
し
て
早
稲
田
で
評
判
だ
っ
た
。大

学
卒
業
後
に
文
筆
生
活
を
始
め
、日
露

戦
争
の
体
験
を
基
に
し
た
長
編
小
説

「
戦
争
」を
著
し
、当
時
文
壇
で
評
判
と

昭
和
村
人
物
伝（
３
）

　
　

綿
貫　

六ろ
く
す
け助

ー
陸
軍
大
尉
の
異
色
作
家
ー

ふるさと昭和　～歴史を訪ねて～ 第118回

地域包括支援センターだより

問合せ　地域包括支援センター　☎２０－１１２６

９月21日は『世界アルツハイマーデー』
　認知症になっても安心して暮らせる社会の実現に向
け「国際アルツハイマー病協会」（ADI）は1994年、世
界保健機関（WHO）と共同で毎年９月21日を『世界ア
ルツハイマーデー』と制定しました。
　また、９月を「世界アルツハイマー月間」と定め、
世界で認知症への理解や家族を支援する活動を行って
います。

◆群馬県認知症疾患医療センター内田病院
 ☎２４－５３５９（沼田市久屋原町345ー1）
「もの忘れが気になる、診察してほしい」。そんな時には、
まずかかりつけ医に相談しましょう。状況によっては、
認知症に関する鑑別診断や専門医療相談を行う『認知
症疾患医療センター』と連携します。

　認知症は、誰でもかかる可能性のある身近な病気です。
だからこそ、本人や家族だけでなく地域全体で助け合い、
支え合っていくことが大切です。ぜひ、この機会に認
知症について考えてみましょう。

◆昭和村地域包括支援センター
 ☎２０－１１２６（昭和村社会福祉協議会内）
認知症ケアパス「もの忘れが気になる方へ」
　ご自分やご家族の「もの忘
れ」が気になったときや認知
症になったときに相談できる
窓口や症状の進行状況に応じ
て受けられる支援をまとめた
冊子を配布しています。

お気軽にご相談ください！

QRコード
をご利用
ください。




